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話題の本棚

「
４
３
２
１
」を
読
む
―
―
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
追
悼

　

二
〇
二
四
年
四
月
、
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
が
死
ん
だ
。
い
つ
ま
で
も
生
き

て
い
る
も
の
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
か
ら
、
途
方
に
暮
れ
た
。
彼
は
も
う
、
新

作
を
一
行
た
り
と
も
書
く
こ
と
は
な
い
の
だ
。

　

で
も
日
本
に
住
む
僕
た
ち
に
は
ま
だ
、
新
し
く
訳
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
作
品

を
新
刊
と
し
て

0

0

0

0

0

手
に
す
る
特
権
、
生
の
錯
覚
を
覚
え
る
特
権
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
彼
の
生
前
最
後
の
大
作
、『
4
3
2
1
』
だ
。
本
書
は
、
主
人

公
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（
ア
ー
チ
ー
）
の
祖
父
（
イ
サ
ー
ク
・
レ

ズ
ニ
コ
フ
）
が
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た
瞬
間
に
イ
カ
ボ
ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ

ン
に
（
聞
き
間
違
い
の
せ
い
で
）
変
身
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
で
も
も
し
、

入
国
審
査
官
が
正
し
く
名
前
を
聞
き
取
っ
て
い
た
ら
、�

こ
の
偶
然
が
な
け
れ
ば 

、

ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
？　

ア
ー
チ
ー
は
、
違
う
名
前
で
、
違
う
人
生
を
？　

そ
う
、
こ
の
小
説
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
「
も
し
も
」
を
巡
る
物
語
だ
。
木

か
ら
落
ち
て
骨
折
し
た
と
き
、
ア
ー
チ
ー
は
こ
う
考
え
る
―
―
「
同
じ
木
か
ら

落
ち
て
一
本
で
は
な
く
二
本
脚
を
折
っ
た
と
し
た
ら
？　

両
腕
両
脚
を
折
っ
た

と
し
た
ら
？　

も
し
死
ん
で
い
た
ら
？　

そ
う
、
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
あ
り
う

る
。
な
に
か
が
あ
る
形
で
起
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ほ
か
の
起
き
方
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
す
べ
て
が
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
」。
か
く

し
て
読
者
は
「
も
し
も
」
の
ア
ー
チ
ー
た
ち
四
人
が
、
四
通
り
の
人
生
で
成
長

す
る
さ
ま
を
読
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
中
で
ア
ー
チ
ー
（
た
ち
）
を
翻
弄
し
続
け
る
の
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の

様
々
な
事
件
だ
。
一
人
は
人
種
問
題
に
よ
る
暴
動
に
巻
き
込
ま
れ
か
け
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
不
思
議
な
絆
を
発
見
す
る
。
一
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航
し

て
新
時
代
の
映
画
（
ゴ
ダ
ー
ル
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
）
と
新
し
い
恋
を
見
つ
け
る
。

一
人
は
、
大
学
紛
争
に
居
合
わ
せ
、
新
聞
記
者
と
し
て
そ
れ
を
報
道
す
る
。
し

か
し
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
ア
ー
チ
ー
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
の
部
屋

の
な
か
で
、
隣
の
部
屋
の
こ
と
を
知
り
う
べ
く
も
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
懸
命
に
生
き
、
成
長
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
―
―
だ
か
ら
、
こ
の
小
説
は

「
も
し
も
」
の
話
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
「
こ
の
」
人
生

を
懸
命
に
生
き
る
、
青
春
に
つ
い
て
の
話
で
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
八
〇
〇
ペ
ー
ジ
（
し
か
し
、
オ
ー
ス
タ
ー
の
巧
み
な
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
心
地
良
い
文
体
は
決
し
て
こ
の
分
厚
さ
を
重
荷
に
し
な

い
）
に
わ
た
る
ア
ー
チ
ー
の
冒
険
を
彼
と
と
も
に
生
き
、
小
説
が
終
わ
り
を
迎

え
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
、
我
々
は
見
知
っ
た
固
有
名
詞
に
出
く
わ
し
て

驚
く
。「
ム
ー
ン
・
パ
レ
ス
」
―
―
ア
ー
チ
ー
が
行
こ
う
と
し
て
行
け
な
か
っ

た
中
華
料
理
店
だ
。
同
じ
名
前
を
冠
し
た
オ
ー
ス
タ
ー
の
代
表
作
の
一
つ
で
は
、

こ
の
店
に
通
う
青
年
の
冒
険
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
今
回
ア
ー
チ
ー
は
そ
こ
か

ら
数
ブ
ロ
ッ
ク
先
の
別
の
店
で
酔
い
潰
れ
、
二
人
は
出
会
わ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
事
件
な
ら
ぬ
事
件
は
、「
4
3
2
1
」
の
世
界
に
五
つ
目
の
可
能
性
の
部

屋
を
作
り
出
し
、
僕
た
ち
読
者
は
、
書
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
も
し
も
」

を
―
―
二
人
が
遭
遇
す
る
世
界
を
―
―
今
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
オ
ー
ス
タ

ー
に
代
わ
っ
て
心
の
中
で
書
き
始
め
る
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
八
〇
〇
頁　

税
込
七
一
五
〇
円　

11
月
刊
）

４
３
２
１

ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
著

柴
田
元
幸
訳

新
潮
社
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話題の本棚

共
に
生
き
る
知
性
―
―
生
成
Ａ
Ｉ
と
ど
う
向
き
合
う
か

　

生
成
Ａ
Ｉ
。
か
く
も
衝
撃
的
な
ツ
ー
ル
の
登
場
に
よ
り
、
生
活
は
一
変
し
た
。

私
も
大
学
院
で
研
究
す
る
な
か
で
、
英
語
論
文
の
要
約
や
経
費
管
理
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ
の
力
を
借
り
て
い
る
。
お
か
げ
で
研
究
生
活
は
幾
分
か
楽

に
な
っ
た
。
だ
が
、
顔
の
見
え
な
い
Ａ
Ｉ
と
日
々
や
り
と
り
を
重
ね
る
う
ち
、

ふ
と
し
た
不
安
も
芽
生
え
た
。
依
存
が
深
ま
れ
ば
、
思
考
が
鈍
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
―
―
そ
ん
な
懸
念
を
抱
え
な
が
ら
手
に
取
っ
た
の
が
本
書
だ
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
法
を
研
究
し
て
き
た
経
営
学
者
モ
リ
ッ
ク
は
本
書
で
、
研
究
成

果
と
実
体
験
に
基
づ
き
、
読
者
に
有
益
な
視
点
を
提
示
す
る
。
Ａ
Ｉ
を
「
道

具
」
や
「
脅
威
」
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
と
共
に
考
え
、
学
び
、
想
像
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
、
共
同
知
能
（co-intelligence

）
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
、
と
。

本
書
は
生
成
Ａ
Ｉ
、
と
く
に
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
の
基
本
的
な
性

質
や
機
能
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
具
体
的
な
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

Ａ
Ｉ
は
使
い
方
次
第
で
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
に
も
家
庭
教
師
に
も
コ
ー
チ
に
も

な
り
う
る
。
著
者
が
提
唱
す
る
、
Ａ
Ｉ
と
協
力
す
る
た
め
の
4
つ
の
原
則
―
―

常
に
Ａ
Ｉ
を
参
加
さ
せ
る
／
人

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ル
ー
プ

間
参
加
型
に
す
る
／
Ａ
Ｉ
を
人
間
の
よ
う
に
扱

う
／
「
今
使
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
は
今
後
使
用
す
る
ど
の
Ａ
Ｉ
よ
り
も
劣
悪
だ
」
と

仮
定
す
る
―
―
は
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
本
質
的
だ
。

◆
Ａ
Ｉ
に
人ペ

ル
ソ
ナ格
を
与
え
よ

　

な
か
で
も
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、「
Ａ
Ｉ
を
人
間
の
よ
う
に
扱
う
」
こ
と
の
、

さ
ら
に
言
え
ば
「
Ａ
Ｉ
に
特
定
の
人
格
を
与
え
る
」
こ
と
の
威
力
だ
。
著
者
は

本
書
の
執
筆
に
あ
た
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
複
数
の
人
格
を
設
定
し
て
活
用
し
て
い

る
。
尊
大
で
批
判
的
な
視
点
を
持
つ
〈
オ
ジ
マ
ン
デ
ィ
ア
ス
〉
は
構
成
の
無
駄

を
削
ぎ
落
と
し
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
文
章
に
導
く
。
一
般
人
代
表
の
〈
ス
テ
ィ

ー
ブ
〉
は
平
易
で
分
か
り
や
す
い
表
現
や
構
成
を
提
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
私
も
試
し
に
〈
オ
ジ
マ
ン
デ
ィ
ア
ス
〉
に
こ
の
書
評
に
対
す
る
助
言
を
求

め
て
み
る
と
、「『
生
成
Ａ
Ｉ
。』
と
い
う
書
き
出
し
は
書
評
全
体
の
文
体
に
比

し
て
大
仰
す
ぎ
る
」
な
ど
、
建
設
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。

　

Ｌ
Ｌ
Ｍ
は
人
間
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
る
た
め
、
専
門
家
や
友
人
、
批

評
家
と
い
っ
た
人
格
を
演
じ
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
目
的
に
あ
っ
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
生
活
に
お
い
て
指
導
教
員

や
身
近
な
院
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
を
得
る
た
め
の

心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
も
事
実
だ
。
そ
ん
な
時
、
そ
ば
に
い
る
相
談
相
手

と
し
て
Ａ
Ｉ
を
使
う
と
、
日
々
の
小
さ
な
つ
ま
ず
き
を
軽
や
か
に
越
え
ら
れ
る
。

　

要
約
や
ア
イ
デ
ア
の
列
挙
は
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
で
あ
り
、
人
間
は
そ
の
内
容

の
妥
当
性
や
論
理
性
を
見
極
め
る
役
を
担
う
。
こ
う
し
た
役
割
分
担
を
前
提
と

し
た
「
サ
イ
ボ
ー
グ
的
」
な
知
的
生
産
の
方
法
を
、
著
者
は
提
案
す
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
あ
る
世
界
に
生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
も
は
や
揺
る
が
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
本
書
を
手
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
る
と
、
共
生
の
輪
郭
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
三
二
〇
頁　

税
込
二
六
四
〇
円　

12
月
刊
）

こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｉ
、 

正
し
い
付
き
合
い
方
と
使
い
方

「
共
同
知
能
」
と
共
生
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

イ
ー
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ク
著

久
保
田
敦
子
訳　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
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　ぼくが生まれ育ったのは
淀川にほど近い住宅街で、
団地が並んで代わり映えの
ない、のっぺりとして、静
かな町だ。公園はやたら多
かったけれど、そこに遊ぶ
子供たちの姿は小学校六年
のあいだにもみるみる減っていった。一方で
老人は多かった。けれどもそのうち、彼らも
姿を消した。いま、店の閉められたシャッタ
ーには、万博のポスターが貼られている……。
　ぼくにとっての大阪は、そんな街である。
もちろんそれは「大阪」ではないのかもしれ
ない。道頓堀や梅田には、人が溢れかえって
いるだろう。そこでは関西弁が賑々しく響い
ているに違いない。けれどもそうでない「大
阪」もまた「大阪」なのだ。たとえば、港湾
近くの工場。あるいは、河川敷と堤防。――
本書で語られるのもまた、そんな《すこし寂
しく、静かで、だだっ広い》方の大阪である。
　本書は、大阪に長く暮らしてきた社会学者
岸政彦と、大阪に生まれ育った小説家柴崎友
香、ふたりが交互にこの街の記憶を語る、往
復書簡のような一冊だ。精緻で情感豊かな語
りを共通させながら、ふたりの視点は微妙に
異なっている。たとえば、岸が衰退のうちに
あるこんにちの大阪を語る一方で、柴崎はい
まとなっては失われた大阪の風景を懐かしく
思い出す、という具合だ。もちろん反対に、
岸が思い出に耽り、柴崎から鋭い現代批判が
繰り出されることもある。そうして複層的に立
ち上げられる「大阪」の姿――生きた人びと、
積み重なる時間、居た場所、交わされた言葉。
それらすべてが「大阪」であり、その総体を、
ぼくら
0 0 0

は生きてきた。ああ、ここにはぼくの知
っている大阪がある――本書を読んで、ぼく
はそんなふうに感じ入った。� （�水炊き ）
� （288 頁　税込 990 円）

大阪
岸政彦、柴崎友香著

河出文庫

　

大
阪
と
い
わ
れ
て
、
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。
東
京
に
次
ぐ
第
二
の
都
市
。

食
い
倒
れ
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
あ
る
い
は
、
お
笑
い
…
…
。「
水
の
都
」
や

「
天
下
の
台
所
」
な
ん
て
言
葉
も
あ
る
。
今
年
で
あ
れ
ば
何
と
い
っ
て
も
、

1
9
7
0
年
以
来
の
「
万
博
」
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
い
ず
れ
も
大
阪
の
要

素
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
言
葉
で
は
捉
え
き
れ
な

い
こ
の
都
市
を
、
読
書
を
通
じ
て
味
わ
っ
て
み
よ
う
。�

（�

水
炊
き 

）

特集

大阪
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　例えば車海老の「おどり
鮨」を食べる一場面。
「その動いてるのんが値打
ちやがな」
「早よ食べなさい、食べた
かて化けて出えへんが」
「車海老のお化けなんか、
出たかて恐いことあれしまへんで」
　Ｋ氏が《とてもとても大阪らしい》と喜ぶ
このやりとりは、大阪船場のええし

0 0 0

のご家庭
を描いた小説、谷崎潤一郎の『細雪』から。
いわゆる「標準語」からはみ出た表現。ただ、
はみ出ているのはことばのリズムや間、語彙
や文末表現だけではない。《そのひとつが
「おもろい」かどうか》とＫ氏は言う。
　《Ｋ氏のいた中学校では「おもろい」かど
うかが常に問われていた》とのこと。わかる。
Ｋ氏の地元・岸和田とは少し離れるが、同じ
く大阪弁が母語の私が育った場所も似たよう
なものだった。Ｋ氏が繰り返し言うように、
芸人みたいに人を笑わせるようなおもろいこ
とを言わなあかんというわけではない。会話
している双方が「納得」するのに「おもろい
こと言う」のが必要という話である。ここで
の「おもろいこと」は目的語ではない。双方
の合意点としての落とし所（オチ）へと会話
を運ぶ様を表す副詞なのである。
　大阪弁とは、ことばの形式のことだけを言
うのではない。ことばの言い回し、会話の中
での立ち回り、つまるところは人となり、思
考・表現・行動の様式である。そんな大阪弁
で世界や人のありようを「書く」というのは
どういうことか。大阪弁で解釈して思考して、
それを（できるだけ）大阪弁で書いてみたの
が本書である。町田康、和田竜、司馬遼太郎、
山崎豊子らが書く《大阪の街とそこに暮らす
人達》をぜひＫ氏と共に。� （�ひるね ）
� （256 頁　税込 1870 円）

　東京が関東大震災で焼け
野原になった大正十三年�
――文化と経済は大阪に居
を移し、人口は世界で六位
に。この地は束の間、すべ
ての中心になった。この時代
の大阪を、「大大阪」という。
　そこで創刊されたのが雑誌『苦楽』であり、
菊池寛や谷崎潤一郎など錚々たる面々が寄稿
した。本書はこの雑誌を発行していたエコー
ル・ド・プラトーン（プラトン社の面々）を
描く漫画である。
　第一巻で描かれるのは、『苦楽』創刊のた
めに奔走する（のちの直木賞作家）川口松太
郎の青年時代、つまり彼が無名の「松つぁ
ん」であった頃の話。様々な文豪たちの人と
なりが描かれるなか、中心に据えられるのは
直木三十五の底の知れない軽薄さと鬼才であ
る。現代では忘れられがちな大衆文化のスタ
ァであった彼の姿からは、大衆文化を支える
雑誌というメディアに賭けられたプラトン社
の面々の熱い想いも浮かびあがる。
　代わって第二巻で描かれるのは挿絵画家・
岩田専太郎の物語。震災で全てを焼かれた彼
が自らの作風を見出すまでの苦闘が描かれ、
小説を読むだけでは分からない、当時の文学
の総体を知ることができる。のちに女優にな
る専太郎の妹、とし子のモガっぷりも必見。
　とはいえ、「大大阪」時代も長くは続かな
かった。東京の復興により、大阪に花開いた
モダニズム文化も儚く終わりを告げ、『苦楽』
は廃刊に、プラトン社の面々もそれぞれの人
生を歩んでゆく――幸福な季節はあくまで束
の間に過ぎなかったのだ。しかし、プラトン
社が居を構えた堂島ビルヂングは今でも立っ
ている。耳をすませば彼らの笑い声だって聞
こえてもおかしくはないだろう。�（�コーク ）
� （224 頁　税込 792 円）

Ｋ氏の大阪弁ブンガク論
江弘毅著
ミシマ社

エコール・ド・プラトーン（1・2）
永美太郎著
リイド社
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　汽車が黒煙を焚いて走り
始めたとき、日本は近代化
の狼煙をあげていた。天皇
を擁する東京が「帝都」と
して誕生したその裏側で、
大阪は──。
　東京にも大阪にも縁のな
い田舎生まれの私が初めて関西に来たとき、
まず驚いたのが JR 以外の電車の多さ。京阪、
阪急、阪神、近鉄、南海……、訳が分からな
かった。さすがにもう慣れてはきたけれど、
梅田のあの迷宮のような地下街を攻略できた
ためしはないことをここに白状しておく。
　さて、著者曰く、この梅田こそ私鉄王国た
る大阪の歴史が詰まった空間だ。国鉄という
装置を通して東京を中心とする「官」が全国
各地に張り巡らされていった明治時代、かた
や関西では私鉄が次々と開業した。その沿線
には郊外住宅地、甲子園や宝塚歌劇団などが
拓かれ、豊かな市民文化が花開いていく。
　「東

こ ち

風吹く春に魁
さきがけ

て　開く梅田の東口　
往
ゆ き か

来ふ汽車を下に見て　北野に渡る跨線橋」
とは阪急電鉄の創業者・小林一三による唱歌
だ。阪急は当時、国鉄を上から跨ぐ唯一の路
線であった。そして 1929 年、日本初のター
ミナルデパートとして誕生した阪急百貨店は
地上 8階建て──まさしく国鉄の大阪駅を見
下ろすかのように聳え立っていただろう。
「官」に阿

おもね

ることなく、独立独歩の繁栄を続
ける大阪が「民都」たる所以がここにある。
　本書の後半では、昭和天皇の大阪行幸を機
に「民都」が「帝都」に侵略されていく様が
描かれる。近代日本の軌跡を切り取るにあた
り、鉄道と天皇という 2つのレンズの取り合
わせの妙が光る作品だ。そこに映し出される
のは、私鉄が織りなす大阪文化の肖像である。
1998 年サントリー学芸賞受賞作。�（�浅煎り ）
� （312 頁　税込 1331 円）

　大阪屈指のグルメ街・法
善寺横丁。その一角にある
善哉屋の軒先にちょこんと
座っているお多福人形を見
て、主人公は「何年経って
も同
おんな

じ顔してよる」、食べ
物の匂いにつられて歩き回
る人々をいつまでもこうして眺めているのだ
ろうと思う――上司小剣「鱧の皮」の一節で
ある。この店名を使って代表作「夫婦善哉」
を著した織田作之助は、法善寺横丁を「最も
大阪的なところ」と紹介している。残念なが
ら街は空襲で焼けたが、善哉屋は場所を変え
て営業を続け、件のお多福も二代目、三代目
と引き継がれて大阪を眺めているらしい。
　変わったものも変わらないものも、「書か
れた大阪」に刻まれている。本書はそんな、
文学の中の大阪をめぐる一冊。前半では、上
町台地からはじまる文化と歴史を丹念にたど
る。古代難波宮から、豊臣秀吉の大阪城を経、
船場が整備されると「水の都」となり、元禄
時代には井原西鶴をはじめ独自の町人文化が
花開いた。
　後半では森鴎外の歴史小説「大塩平八郎」
から、戦後の復興期を描いた宮本輝「泥の
河」まで、様々な大阪を切り取った数篇の作
品を概説する。道頓堀や「花街」宗右衛門町
の織田作之助作品はもちろん、エトランジェ
の目から見た水上龍太郎「大阪の宿」も取り
上げ、多面的に大阪を浮かび上がらせる。本
書の一番の魅力は地理的補足の細かさだ。大
阪を「心の故郷、ことばにつながる故郷」だ
という著者が実際に街を歩き、撮影した写真
まで掲載されている。眼前の風景から、往時
の景色がしのばれる。携えて歩くにはいささ
か分厚すぎるが、著者の大阪愛の重さという
ことでご容赦願いたい。� （�くたくた ）
� （480 頁　税込 2530 円）

「民都」大阪 対 「帝都」東京
思想としての関西私鉄

原武史著　講談社学術文庫

歩く大阪・読む大阪
大阪の文化と歴史

平田達治著　鳥影社
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　本書の冒頭、見開きで近
世／近代（明治以前／以後）
の二つの時代の大阪市中央
区を示した地図が目に入る。
近世には墓所があり、賎民
の住宅があったところが、
近代以降、病院や屠畜場に
置き換わったことが見て取れる。同じ中央区
内にもかかわらず、長堀川と道頓堀川に挟ま
れた大阪の「中心」からわずか三キロほどし
か離れない「周縁」のこの風景は一体どうや
って出来上がったのか――本書は、そんな問
いに導かれた風変わりなガイド本である。
　本書で描かれているのは、近世の身分社会
が近代の階級社会へと遷移していく中で、な
んとか時代の趨勢に抗おうとした「周縁」の
人々の生き生きとした姿である。ある時には
起業家が商機を見出し（中山太一）、またある
時には医者が労働者を世話し（本田良寛）、ま
たある時には活動家と政治家が論戦を交わす
（栗須七郎と沼田嘉一郎）。今は亡き「周縁」
のキーパーソンや失われた街並みを、今も残
る記念碑や寺社を経巡りながら回顧すること
で、近世と近代のつながりを多面から描く。
　しかし、実を言うと、私は大阪によく行く
機会がありながら、こうした「中心」と「周
縁」の違いには肌感覚では気づいていなかっ
た。それは著者も言うように、ここ数年（特
に最近は万博の開催など）で大阪の風景がガ
ラリと変わってしまったこともあるだろう。
街が変われば人も変わる（逆も然り）。中央区
の近世と近代をつなぐ記念碑や建物の取り壊
しは、文字通り「周縁」の歴史の象徴を取り
払ってしまったのかもしれない。では、モノ
を破壊したうえでなお残る中央区のあの感じ、
壊すに壊せない大阪のあの独特な空気感は、
いったいどこから来るのだろうか？� （�倉井 ）
� （176 頁　税込 1760 円）

　高度経済成長期、工業の
勃興にともない、大阪港に
は貨物が殺到していた。沖
合に停泊する船内の過酷な
環境のなかで荷物を運んで
いたのは、最下層の日雇い
労働者たちだった。
　資本が都市を機能させるためには、流動的
な労働力が必要不可欠だ。生存のために職を
求めて都市を流動する無数の労働者たちは、
ドヤ（簡易宿所）が集まる釜ヶ崎の「寄せ
場」で生活した。そして彼らはこの地を拠点
に、低賃金で労働力を酷使しようとする資本
主義の暴力と闘ってきた。釜ヶ崎に刻まれた
無数の身体の、その叫びは、いかなる空間を
生み出したのか。本書は十年以上に渡る現地
での聞き取りと文献調査から、釜ヶ崎の生成
の過程を丹念に描き出す。
　戦後、行政は釜ヶ崎を「あいりん」と呼び
替え、暴力やスラムのイメージを覆い隠そう
としたが、一方で違法な斡旋業者を黙認した。
労働者の怒りは暴動として噴出し、1970 年
代には組織的な運動へと結実する。彼らは釜
ヶ崎と東京・山谷など各地の「寄せ場」を行
き来し、課題を共有し連帯を築いた。「寄せ
場」は労働者が主体的に集まる「寄り場」へ
と変貌していったのである。
　1990 年代以降、不況のなかで日雇労働市場
は急速に縮小し、釜ヶ崎はドヤ街から生活保
護受給者と観光客の街へと姿を変えた。だが
「寄せ場」は消えていない。人びとはインタ
ーネットを介して分単位で時間を切り売りし、
非正規の日雇派遣労働に従事している――�
「社会の総寄せ場化」が進行しているのだ。
集う場所もない現代の労働者が「寄り場」を
取り戻し資本主義の暴力に抗う手がかりを、
釜ヶ崎の声は耳打ちしている。�（�たいやき ）
� （440 頁　税込 2640 円）

大阪マージナルガイド
吉村智博著
解放出版社

叫びの都市
寄せ場、釜ヶ崎、流動的下層労働者

原口剛著　洛北出版



綴　　　　葉 2025. 5. 10

8

新
刊
コ
ー
ナ
ー

擬
人
化
す
る
人
間

脱
人
間
主
義
的
文
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

藤
井
義
允
著

朝
日
新
聞
出
版

　

他
人
の
言
葉
の
な
か

に
自
分
の
姿
を
見
つ
け

た
と
き
、
個
人
的
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
の
時

代
性
に
ど
き
っ
と
す
る
。
著
者
は
二
〇
一
〇
年
代
の

作
品
に
自
分
と
同
じ
「
人ひ

と
も
ど擬
き
」
を
見
つ
け
た
。
だ

か
ら
本
書
は
、
社
会
批
評
、
文
芸
批
評
で
あ
る
と
同

時
に
、「
僕
自
身
を
探
る
営
み
」「
僕
の
も
の
で
は
な

い
、
借
用
し
た
言
葉
を
使
っ
て
自
分
を
模
索
し
て
み

る
作
業
」
な
の
だ
と
い
う
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
は
人
間
を
シ
ス
テ
ム
に
還

元
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
は
「
正
し
さ
」
を

際
限
な
く
相
対
化
す
る
。
近
代
的
な
「
私
」
は
瓦
解

し
、
脱
人
間
化
／
擬
人
化
が
進
む
社
会
。
そ
ん
な
デ

ィ
ス
ト
ピ
ア
で
、「
私
」
と
い
う
主
体
を
ど
う
構
成

し
直
す
か
？　

目
指
す
べ
き
「
新
し
い
人
間
像
」
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

こ
れ
が
本
書
の
問
い
で
あ
り
、

作
家
た
ち
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
問
題
だ
。
た

と
え
ば
、「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
し

た
村
田
沙
耶
香
は
自
分
を
柔
ら
か
く
変
化
さ
せ
て
固

産
む
気
も
な
い
の
に 

生
理
か
よ
！

月
岡
ツ
キ
著

飛
鳥
新
社

　

DINKs:Double�Incom
e,�

No�Kids

。
と
も
に
収
入

の
あ
る
、
子
を
も
た
な
い

と
決
め
た
夫
婦
の
こ
と
。

　

著
者
の
月
岡
ツ
キ
さ
ん
は
九
三
年
生
ま
れ
の
ラ
イ

タ
ー
で
、「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
ｓ
（
仮
）」
を
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

し
て
用
い
て
い
ま
す
。
こ
の
「（
仮
）」
が
、
当
エ
ッ

セ
イ
集
の
基
調
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

絶
対
に
子
を
も
ち
た
く
な
い
と
断
言
は
で
き
な
い
。

が
、
結
婚
し
た
ら
子
を
も
つ
も
の
だ
と
す
る
世
間
に

も
同
調
で
き
な
い
。
自
分
の
立
場
を
よ
く
表
し
て
く

れ
る
言
葉
が
、
世
の
中
に
な
い
。

　
「
子
供
を
産
ん
だ
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
感
情
や
、

見
え
な
い
景
色
」
が
き
っ
と
あ
る
と
思
っ
て
し
ま
う

け
れ
ど
、「
自
分
の
『
母
に
な
る
た
め
』
の
機
能
と
、

そ
れ
ら
を
神
聖
視
す
る
風
潮
と
は
ず
っ
と
相
容
れ
な

い
で
い
る
」（
勝
手
に
「
機
能
」
す
る
自
分
の
か
ら

だ
へ
の
違
和
感
が
、
本
書
の
旋
律
線
の
一
つ
！
）。

た
し
か
に
「
子
供
が
存
在
す
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
希

望
が
生
ま
れ
て
く
る
」
け
れ
ど
、「
子
供
を
産
ん
で

も
母
た
ち
が
何
も
奪
わ
れ
ず
、
何
も
脅
か
さ
れ
な
い

社
会
」
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ど
遠
い
…
…
。

　

こ
の
よ
う
に
ゆ
れ
う
ご
く
本
書
を
読
み
す
す
め
て

も
、
明
確
な
答
え
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
あ
と
が
き
で
月
岡
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す
。「
子
供
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
、

そ
こ
に
私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
な
い
。
ど
っ
ち

に
転
ん
だ
っ
て
、
結
局
私
は
こ
の
私
し
か
い
な
く
て
、

そ
れ
で
い
い
の
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
書
く
ご
と
に

ど
ん
ど
ん
気
が
楽
に
な
っ
て
い
っ
て
、
今
は
と
て
も

清
々
し
く
、
軽
や
か
な
気
分
で
い
る
」

　

こ
の
軽
や
か
さ
の
余
韻
を
、
読
者
も
読
み
す
す
め

る
う
ち
に
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

�

（�

投
稿
・
貸
出
更
新 

）

�

（
二
三
九
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

12
月
刊
）

い
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
、
京
大
出
身
で
も
あ
る
平
野

啓
一
郎
は
分
人
主
義
を
打
ち
出
し
た
。
虚
構
で
あ
り
、

偽
物
で
あ
る
言
葉
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
私
」
と
い
う

主
体
を
軽
や
か
に
変
身
さ
せ
る
。

　

米
津
玄
師
を
扱
う
最
終
章
で
は
タ
イ
ア
ッ
プ
楽
曲

に
も
焦
点
を
当
て
る
。
他
作
品
の
再
解
釈
／
再
表
現

に
よ
っ
て
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
本
書
自

体
の
在
り
方
に
も
重
な
る
よ
う
に
思
う
。
借
り
物
の

言
葉
で
も
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
自
分
を
繋
ぎ
合
わ

せ
て
作
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
他
人
の
言
葉

を
「
読
む
」
こ
と
が
、「
私
」
を
見
つ
け
る
一
歩
目

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。�

（�

く
た
く
た 

）

�

（
二
六
四
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

11
月
刊
）
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コ
ツ
が
わ
か
る
！

カ
エ
ル
の
見
つ
け
方
図
鑑

松
橋
利
光
著

山
と
渓
谷
社

　

梅
雨
に
な
る
と
、
北

部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
田
ん

ぼ
で
カ
エ
ル
た
ち
が

騒
々
し
く
鳴
き
始
め
る
。

注
意
深
く
見
る
と
、
道
路
に
黒
い
点
々
が
跳
ね
て
い

る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
合
わ
せ

体
色
を
変
化
さ
せ
た
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
で
あ
る
。

　

本
書
の
カ
エ
ル
た
ち
の
写
真
は
、
泥
の
中
で
佇
む

姿
で
あ
れ
水
た
ま
り
で
肢
体
を
伸
ば
す
姿
で
あ
れ
、

周
り
の
環
境
に
体
色
を
溶
け
込
ま
せ
る
も
の
が
中
心

だ
。
彼
ら
は
流
動
的
な
自
然
の
系
に
お
け
る
一
点
で

あ
り
、
秋
の
イ
ナ
ゴ
を
咥
え
た
り
冬
の
モ
ズ
に
咥
え

ら
れ
た
り
と
、
移
ろ
う
季
節
の
食
物
連
鎖
の
一
員
で

あ
る
こ
と
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
彼
ら
は
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
も
留
め
な
い
。

水
た
ま
り
で
鳴
く
カ
エ
ル
を
奥
か
ら
蛇
が
狙
う
写
真

で
は
、
蛇
の
姿
は
ぼ
や
け
て
お
り
、
カ
エ
ル
は
蛇
に

ま
る
で
気
が
付
く
様
子
が
な
い
。
泥
に
塗
れ
両
手
で

ミ
ミ
ズ
を
ガ
ッ
チ
リ
掴
み
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
食
べ
る
写

真
も
、
目
先
の
食
料
に
夢
中
で
、
著
者
の
視
線
た
る

カ
メ
ラ
の
存
在
に
は
無
頓
着
だ
。
カ
エ
ル
た
ち
は
川

に
体
色
を
同
化
さ
せ
て
い
よ
う
と
も
、
流
れ
を
も
の

と
も
せ
ず
石
に
へ
ば
り
つ
く
。
微
動
だ
に
せ
ぬ
横
長

の
瞳
孔
の
無
機
質
さ
は
、
我
々
の
一
切
の
共
感
を
寄

せ
付
け
な
い
。

　

梅
雨
に
ゲ
コ
ゲ
コ
鳴
き
立
て
る
カ
エ
ル
た
ち
は
、

人
間
の
視
線
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雨

に
濡
れ
る
人
間
は
周
り
の
目
線
を
気
に
立
て
情
け
な

く
部
屋
に
閉
じ
籠
る
ば
か
り
だ
が
、
敢
え
て
雨
の
中

外
に
繰
り
出
し
、
本
書
の
指
南
に
従
い
カ
エ
ル
を
捕

ま
え
持
ち
帰
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
室
内
灯
の
下
に

引
き
ず
り
出
し
無
機
質
な
眼
球
を
じ
っ
と
見
つ
め
れ

ば
、
瞳
の
奥
か
ら
何
か
が
返
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。�

（�

投
稿
・
北
島 

）

�

（
一
二
七
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

3
月
刊
）

　

か
つ
て
地
動
説
を
主

張
し
た
ガ
リ
レ
オ
は
異

端
者
と
し
て
有
罪
判
決

を
受
け
た
。
ま
た
微
生

物
や
病
原
体
が
病
気
の
原
因
と
な
る
と
い
う
説
は
な

か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
多
く
の
人
の
命
が
失
わ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
時
間
は
経
ち
、
科
学
の
進
歩
に
よ

り
人
々
の
生
活
水
準
は
劇
的
に
向
上
し
た
が
、
科
学

に
対
す
る
否
定
や
抵
抗
が
無
く
な
る
気
配
は
な
い
。

な
ぜ
科
学
否
定
は
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち

は
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
科
学
否
定
の
背
景
に
は
様
々
な

心
理
的
要
因
が
あ
る
と
い
う
。
認
知
バ
イ
ア
ス
、
認

識
的
認
知
、
動
機
づ
け
ら
れ
た
推
論
、
社
会
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
感
情
。
こ
の
五
つ
の
心
理
学
的
概

念
を
通
じ
て
、
人
間
が
い
か
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、

簡
単
に
誤
っ
た
情
報
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
か
を

説
明
し
て
い
る
。
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
が
十
分
に
あ
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
評
者
に
も
心
当
た
り
が
多
数
あ

り
、
読
み
な
が
ら
何
度
も
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
さ

ら
に
本
書
で
は
、
科
学
の
根
本
的
な
考
え
方
か
ら
出

発
し
、
情
報
を
ど
う
受
け
止
め
、
伝
え
て
い
く
べ
き

か
を
多
角
的
に
提
案
し
て
い
る
。
読
者
個
人
だ
け
で

な
く
、
教
育
者
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
、
そ
し

て
政
策
立
案
者
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

科
学
的
な
証
拠
を
否
定
す
る
人
た
ち
を
冷
や
や
か

に
見
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
バ

イ
ア
ス
や
感
情
は
誰
し
も
が
持
っ
て
お
り
、
我
々
も

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

て
い
る
知
識
や
理
論
に
も
感
情
に
よ
る
歪
み
や
バ
イ

ア
ス
が
あ
る
か
も
？　

そ
う
思
っ
た
ら
本
書
を
手
に

取
っ
て
み
て
は
。�

（�

竹
輪 

）

�

（
三
一
二
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

3
月
刊
）

科
学
を
否
定
す
る
人
た
ち

な
ぜ
否
定
す
る
の
か
？
　
我
々
は
い
か
に
向
き
合
う
べ
き
か
？

ゲ
イ
ル
・
Ｍ
・
シ
ナ
ト
ラ
、バ
ー
バ
ラ
・
Ｋ
・
ホ
フ
ァ
ー
著

榊
原
良
太
訳　

ち
と
せ
プ
レ
ス
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歌
、燃
え
あ
が
る
炎
の
た
め
に

フ
ア
ン・ガ
ブ
リ
エ
ル・バ
ス
ケ
ス
著

久
野
量
一
訳

水
声
社

　
《
ぼ
く
は
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る

は
じ
ま
り
を
、
あ
ら
ゆ

る
物
語
を
、
そ
の
ど
れ

ひ
と
つ
と
し
て
ぼ
く
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
わ
ぬ

よ
う
に
、
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
ど
こ
か
に
真
実
が
、
こ
の
と
て
つ
も
な
い
出
来

事
の
中
に
ぼ
く
が
探
し
求
め
て
い
る
ち
っ
ぽ
け
な
真

実
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。》

　

―
―
本
書
に
収
め
ら
れ
た
九
つ
の
小
説
は
、
い
ず

れ
も
そ
ん
な
、
物
語
る
こ
と
へ
の
切
実
な
意
志
に
貫

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
各
作
品
の
趣
向
は
、
物

語
と
い
う
営
為
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
に
複
雑
だ
。

　

た
と
え
ば
「
蛙
」
と
い
う
一
篇
。
退
役
軍
人
た
ち

が
集
ま
る
式
典
で
、
脱
走
兵
だ
っ
た
サ
ラ
サ
ー
ル
は

ま
る
で
戦
争
に
行
っ
た
か
の
よ
う
に
話
を
合
わ
せ
続

け
る
。
え
え
、
憶
え
て
い
ま
す
、
隅
々
ま
で
憶
え
て

い
ま
す
─
─
。
け
れ
ど
も
脳
裡
に
浮
か
ぶ
の
は
、
戦

場
を
経
験
し
な
か
っ
た
記
憶
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る

意
味
で
も
う
ひ
と
つ
の
、
戦
争
の
時
代
の
体
験
だ
っ

た
。
物
語
ら
れ
る
記
憶
と
物
語
ら
れ
な
い
記
憶
の
は

ざ
ま
で
、
小
説
の
語
り
も
ま
た
引
き
裂
か
れ
て
ゆ
く
。

中
国
目
録
学

清
水
茂
著

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　

中
国
に
は
、
目
録
学

と
い
う
聞
き
馴
れ
な
い

名
前
の
学
問
が
あ
る
。

文
字
通
り
本
や
そ
の
著

者
の
情
報
の
ま
と
め
方
に
関
す
る
学
問
で
、
本
書
は

約
三
〇
年
前
に
書
か
れ
た
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
は
紙
の
発
明
で
西
洋
に
先
ん
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
国
家
主
導
で
四
書
五
経
に
関
す
る
注
釈
書

の
目
録
作
成
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
背

景
も
あ
っ
て
か
、
本
書
で
は
材
質
の
変
化
（
竹
→

紙
）
が
、
各
時
代
の
学
問
に
関
す
る
多
様
な
営
み

（
暗
記
や
資
料
の
保
存
）
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た

こ
と
が
た
び
た
び
強
調
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
、
文
字

よ
り
も
文
字
が
書
か
れ
た
モ
ノ
0

0

に
着
目
す
る
視
点
は
、

社
会
学
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

初
版
が
や
や
古
い
本
書
の
議
論
に
、
歴
史
学
を
越
え

た
広
が
り
を
も
た
せ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
本
書
で
は
、
紙
の
普
及
に
よ
り
、
時
代
が
降

る
ご
と
に
指
数
関
数
的
に
書
物
の
量
が
増
え
る
の
で

そ
の
目
録
が
作
ら
れ
、
す
る
と
そ
の
目
録
を
も
と
に

ま
た
別
の
目
録
が
作
ら
れ
…
…
と
、
書
物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
網
状
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
く
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
印
刷
技
術

の
発
展
と
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
同
時
に

発
展
し
て
き
た
こ
と
を
、
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
こ
の
本
自

体
が
、
本
に
関
す
る
本
に
関
す
る
本
（
！
）
で
も
あ

る
よ
う
に
、
目
録
学
的
な
営
み
は
今
の
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
も
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。
こ
の

よ
う
に
、
中
国
史
を
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
継
承
で

は
な
く
文
字
通
り
そ
の
紙
背
か
ら
見
て
み
る
こ
と
で
、

単
な
る
歴
史
学
の
議
論
を
越
え
て
、
学
問
の
形
成
そ

の
も
の
が
、
よ
り
肉
体
化
さ
れ
た
、
立
体
的
な
も
の

に
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。�

（�

倉
井 

）

�

（
二
一
六
頁　

税
込
一
二
一
〇
円　

12
月
刊
）

　

こ
の
よ
う
に
語
り
と
は
「
騙か

た

り
」
と
表
裏
一
体
で

あ
る
。
物
語
は
真
実
を
と
り
こ
ぼ
し
、
と
き
に
歪
め
、

あ
る
い
は
物
語
り
え
な
い
も
の
も
、
世
界
に
は
多
く

存
在
す
る
。
な
ら
ば
な
ぜ
、
物
語
る
の
か
。

　

そ
れ
は
き
っ
と
、
語
る
こ
と
は
同
時
に
「
聴
く
」

こ
と
で
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
ひ
と
は
物

語
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
ま
た
聴
き
伝
え
る
の
で

あ
る
。「
最
後
の
コ
リ
ー
ド
」
と
い
う
一
篇
で
、
声

を
失
っ
た
歌
手
は
若
き
歌
手
に
録
音
機
を
差
し
出
す
。

装
置
は
語
る
。�

さ
あ
、
お
前
が
歌
う
番
だ 

。
こ
こ
で
、

歌
と
は
す
な
わ
ち
物
語
だ
。
物
語
は
託
さ
れ
た
―
―

そ
う
、
わ
れ
わ
れ
に
も
ま
た
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
二
六
五
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

11
月
刊
）
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詩
人
た
ち
の
自
然
誌

一
九
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
語
圏
の 

文
学
と
科
学

時
田
郁
子
著　

国
書
刊
行
会

　

一
八
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
、
そ
れ

は
啓
蒙
と
自
然
科
学
の

発
展
に
象
徴
さ
れ
る
近

代
的
理
性
の
時
代
で
あ
る
一
方
で
、
非
合
理
な
世
界

へ
の
探
求
に
突
き
動
か
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。
民

間
伝
承
、
疑
似
科
学
、
幽
霊
騒
動
、
ペ
テ
ン
師
た
ち
、

こ
う
い
っ
た
も
の
が
合
理
主
義
と
緊
張
関
係
を
保
ち

な
が
ら
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。
い

う
な
れ
ば
、「
科
学
」
か
ら
神
秘
が
剪
定
さ
れ
る
狭

間
の
時
代
だ
。
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
の
は
種
々
様
々

な
知
的
エ
リ
ー
ト
た
る
詩
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
総
合

知
と
し
て
の
自
然
科
学
と
詩
的
想
像
力
の
ア
マ
ル
ガ

ム
、
科
学
と
詩

ポ
エ
ジ
ーが
混
然
一
体
と
な
っ
た
自
然
に
対
す

る
深
い
眼
差
し
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
る
。

　

本
書
の
目
次
を
眺
め
て
み
よ
う
。
四
大
精
霊
、
探

検
博
物
学
、
幽
霊
、
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
、
メ
ス
メ
リ
ズ

ム
、
人
形
、
人
造
人
間
…
…
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
の

は
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ゲ
ー
テ
か
ら
ロ
マ
ン
派
に
至
る
詩

人
た
ち
が
、
自
然
と
い
う
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
じ
る
魔

術
的
幻
燈
だ
。
啓
蒙
の
時
代
に
あ
っ
て
、
民
衆
本
で

語
ら
れ
て
い
た
超
自
然
は
復
権
し
、
精
霊
譚
が
描
か

れ
る
。
博
物
学
者
は
総
合
知
を
追
い
求
め
世
界
周
航

の
旅
路
へ
漕
ぎ
出
す
。
そ
し
て
自
然
科
学
は
ま
た
オ

カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
も
漸
近
し
う
る
―
―
。

　

ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
自
然
科
学
は
（
後
に
精
神
分

析
に
昇
華
さ
れ
る
動
物
磁
気
の
よ
う
な
）
近
代
科
学

の
胚
珠
を
産
み
落
と
し
、
超
自
然
と
す
ら
手
を
携
え

て
、
独
特
な
詩

ポ
エ
ジ
ー的
世
界
の
母
体
と
な
っ
た
。
文
学
と

科
学
の
二
焦
点
が
描
く
楕
円
軌
道
と
し
て
の
世
界
像

が
こ
こ
に
拡
が
る
。
科
学
史
・
社
会
史
的
背
景
を
解

説
し
な
が
ら
そ
ん
な
詩
人
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
を
紐
解

く
本
書
は
、
読
者
を
不
可
思
議
の
世
界
へ
誘
う
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
だ
。
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
面
白
さ

を
存
分
に
伝
え
て
く
れ
る
画
期
的
名
著
。�

（�

猫
足 

）

�

（
三
一
二
頁　

税
込
三
五
二
〇
円　

2
月
刊
）

　

聖
者
の
亡
骸
を
掘
り

出
し
、
切
り
刻
み
、
彼

方
此
方
に
ば
ら
撒
き
、

崇
め
奉
る
。
死
穢
は
聖

別
さ
れ
、
生
死
の
境
界
は
破
壊
さ
れ
る
。
か
く
も
忌

ま
わ
し
き
崇カ

ル
ト拝

は
、
な
ぜ
擡
頭
し
た
の
か
？

　

分
か
り
や
す
い
説
を
一
つ
。
異
教
が
駆
逐
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
が
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
古
代
末
期
。

崇
高
な
教
義
を
解
す
べ
く
も
な
い
愚
鈍
な
信
徒
た
ち

の
迷
信
に
、
知
的
エ
リ
ー
ト
た
る
聖
職
者
た
ち
が
屈

服
し
た
結
果
、
死
者
を
奉
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
リ

ー
ト
の
宗
教
経
験
と
俗
衆
の
そ
れ
は
二
元
的
に
捉
え

ら
れ
、
異
質
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
聖
者
崇
拝
が
キ
リ
ス
ト
教
に
取
り
込
ま

れ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
単
純
化
さ
れ
た
形
で
捉

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
な
二
元
的

「
二
層
モ
デ
ル
」
に
対
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
「
想
像

的
弁
証
法
」
を
提
示
す
る
。
パ
ト
ロ
ン
と
被
庇
護
者
、

都
市
と
邑い

な
か里

、
浄
と
不
浄
、
そ
し
て
生
と
死
、
様
々

な
鬩せ

め

ぎ
合
い
に
よ
っ
て
、
聖
者
崇
拝
は
形
作
ら
れ
て

い
っ
た
。

　

我
々
の
「
生
」
と
誰
も
が
恐
れ
る
「
死
」。
殉
教

者
の
遺
物
は
ま
さ
に
生
理
的
な
死
と
密
着
し
た
も
の

で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
元
の
肉
体
と
い
う
生
々
し

い
実
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
聖
遺
物
と
し
て
分
割
さ

れ
る
。
そ
し
て
死
者
か
ら
時
間
を
閑
却
さ
せ
、
逆
説

的
に
信
徒
に
天
国
の
甘
美
な
心
象
を
与
え
る
。
最
も

肉
体
的
な
死
に
近
い
遺
物
は
、
死
に
際
し
た
殉
教
者

の
勇
気
を
想
起
さ
せ
、
信
徒
の
胸
を
躍
ら
せ
る
。

　

講
義
録
を
基
に
執
筆
さ
れ
た
本
書
の
語
り
は
難
解

極
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
博
覧
強
記
ぶ

り
に
慄
き
な
が
ら
も
読
み
進
め
た
先
―
―
初
期
キ
リ

ス
ト
教
の
辿
っ
た
複
雑
な
歴
史
の
中
に
う
ね
る
、

「
カ
ル
ト
」
の
姿
が
立
ち
上
が
る
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
四
〇
〇
頁　

税
込
四
一
八
〇
円　

2
月
刊
）

聖
者
崇
拝

キ
リ
ス
ト
教
の
正
体

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

阿
部
重
夫
訳　

青
土
社
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個
性
幻
想

―
―
教
育
的
価
値
の
歴
史
社
会
学

河
野
誠
哉
著

筑
摩
選
書

　

日
本
で
教
育
を
受
け

て
育
っ
た
者
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
か
で
誰
も
が
ふ
れ

た
こ
と
の
あ
る
頻
出
語
、

「
個
性
」
―
―
本
書
は
、
現
代
に
氾
濫
す
る
こ
の
語

の
「
謎
」
を
、
近
代
以
降
の
学
校
教
育
の
系
譜
を
た

ど
る
こ
と
で
読
み
解
く
一
冊
で
あ
る
。

　

著
者
は
ま
ず
、
大
正
期
に
芽
生
え
た
「
個
性
教

育
」
な
る
実
践
に
目
を
つ
け
る
。
そ
こ
か
ら
、
次
第

に
「
個
性
」
の
語
そ
の
も
の
が
「
こ
と
ば
」
の
次
元

に
充
満
し
、
規
範
的
な
価
値
を
帯
び
て
い
く
歴
史
を

描
い
て
い
る
。
本
書
の
要
点
は
、
こ
う
し
た
「
こ
と

ば
」
の
次
元
で
増
殖
す
る
「
個
性
」
が
、
近
代
社
会

の
特
質
―
―
集
団
性
や
画
一
性
、
均
質
性
―
―
へ
の

反
作
用
か
ら
生
じ
た
も
の
と
捉
え
る
点
に
あ
る
。

　

そ
し
て
「
個
性
」
の
氾
濫
は
混
乱
を
も
た
ら
す
。

「
個
性
」
の
あ
お
り
を
受
け
た
領
域
の
一
つ
に
「
障

害
」
が
あ
る
と
著
者
は
い
う
。
障
害
は
「
個
性
」
な

の
か
？　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
口
軽
く
語
ら
れ

る
近
年
に
あ
っ
て
、「
障
害
＝
個
性
」
論
を
め
ぐ
る

混
迷
状
況
を
「
個
性
」
の
語
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
読
み

解
い
た
六
章
は
白
眉
で
あ
る
。

貧
困
へ
の
ま
な
ざ
し

富
裕
層
は
貧
困
層
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か

セ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ー
ガ
ム
、ブ
リ
ュ
ノ
・
ク
ザ
ン
、カ
ミ
ー
ラ
・
ジ
オ
ル
ジ
ェ
ッ
チ
、ジ
ュ
ー
ル
・
ノ
デ
著

川
野
英
二
、中
條
健
志
訳　

新
泉
社

　

エ
リ
ー
ト
と
労
働
者

と
の
格
差
、
分
断
の
拡

大
は
今
や
世
界
が
直
面

す
る
深
刻
な
問
題
だ
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
さ
れ
た
高
級
住
宅
街
に
閉
じ

こ
も
る
富
裕
層
は
、
外
か
ら
の
新
参
者
に
目
を
ひ
そ

め
、
貧
困
地
域
出
身
の
使
用
人
が
盗
み
を
働
か
な
い

か
と
疑
い
の
目
を
向
け
る
。
社
会
的
な
分
断
は
、
極

め
て
空
間
的
な
顔
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
壁
」
は
い
か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
る
の
か

─
─
現
代
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
社
会
学
者
・
ポ
ー
ガ

ム
は
、
パ
リ
、
デ
リ
ー
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
調
査
か
ら
、

貧
困
に
対
す
る
富
裕
層
の
ま
な
ざ
し

0

0

0

0

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

曰
く
、“
地
区
へ
の
帰
属
は
そ
れ
自
体
が
、
自
分

が
特
権
階
級
に
属
し
、
自
分
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
利
益

を
守
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
と
い
う
信
念
に
根
差

し
た
、
卓
越
化
と
社
会
的
再
生
産
の
戦
略
の
一
部
”

で
あ
る
。
こ
う
し
た
道
徳
的
な
閉
鎖
性
は
、
貧
困
層

の
不
潔
さ
や
暴
力
に
対
す
る
身
体
的
嫌
悪
と
結
託
し
、

不
平
等
を
正
当
化
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
機
能
す
る
。

本
書
で
は
富
裕
層
に
よ
る
生
々
し
い
語
り
に
か
な
り

の
紙
幅
が
割
か
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
人
々
の
共

感
と
連
帯
が
無
慈
悲
な
ま
で
に
無
力
化
さ
れ
る
プ
ロ

セ
ス
が
仔
細
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
三
都
市
の
比
較
と
い
う
本
書
の
ス
タ
イ
ル

は
、
即
座
に
悲
劇
的
な
結
末
を
導
く
わ
け
で
は
な
い
。

貧
困
の
正
当
化
の
さ
れ
方
も
程
度
も
、
都
市
ご
と
に

大
き
く
異
な
る
─
─
つ
ま
り
、
分
断
は
不
可
避
で
は

な
い
。
ゆ
え
に
問
題
は
社
会
体
制
を
ど
う
作
る
か
の

水
準
に
差
し
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
的
な
社

会
学
の
歩
み
と
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
良
著
だ
。

　

ポ
ー
ガ
ム
の
前
著
『
貧
困
の
基
本
形
態　

社
会
的

紐
帯
の
社
会
学
』
に
引
き
続
き
、
分
断
を
前
に
し
た

社
会
学
者
の
冷
静
な
ま
な
ざ
し
が
光
る
。（�

浅
煎
り 

）

�

（
三
七
六
頁　

税
込
三
八
五
〇
円　

12
月
刊
）

　

学
術
的
示
唆
に
富
む
だ
け
で
は
な
い
。「
個
性
」

の
語
の
氾
濫
状
況
を
身
近
な
素
材
か
ら
平
易
に
描
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
著
者
の
力
量
が
垣
間
見
え

る
。『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
や
『
五
体
不
満

足
』
に
現
れ
る
「
個
性
」
の
語
。「
個
性
」
の
充
満

の
ト
リ
ガ
ー
は
、
実
は
卑
近
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
品

に
あ
っ
た
の
だ
と
。

　
「
個
性
」
の
幻
想
の
た
だ
な
か
で
私
た
ち
が
彷
徨

っ
て
い
る
こ
と
を
、
歴
史
は
教
え
て
く
れ
る
。
人
間

の
包
摂
／
排
除
と
い
う
世
界
的
課
題
を
考
え
る
う
え

で
も
、「
個
性
」
の
語
の
系
譜
を
辿
る
作
業
は
存
外

役
に
立
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

投
稿
・
大
観
音 

）

�

（
二
六
七
頁　

税
込
一
七
五
〇
円　

11
月
刊
）
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カ
ラ
ー
新
書

入
門
　
日
本
美
術
史

山
本
陽
子
著　

ち
く
ま
新
書

ス
パ
ル
タ

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
と
実
像

長
谷
川
岳
男
著　

文
春
新
書

非
暴
力
主
義
の
誕
生

―
―
武
器
を
捨
て
た
宗
教
改
革

踊
共
二
著　

岩
波
新
書

　

日
本
に
お
い
て
「
ス
パ
ル
タ
教
育
」
で
知
ら
れ
る

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
、
ス
パ
ル
タ
。
古
代
か
ら

様
々
な
逸
話
に
事
欠
か
な
い
そ
の
社
会
の
実
態
を
探

る
こ
と
に
は
、
資
料
的
な
困
難
が
伴
う
。
そ
の
中
で

も
筆
者
は
文
献
資
料
以
外
も
用
い
つ
つ
、
ス
パ
ル
タ

社
会
を
覆
う
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
ぎ
取
り
、
実
像
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。

　

当
時
か
ら
閉
鎖
的
だ
っ
た
ス
パ
ル
タ
を
知
る
手
掛

か
り
は
、
主
に
ア
テ
ナ
イ
の
著
作
家
の
作
品
に
限
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
、
描
か
れ
る
の
は
印
象
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
ば
か
り
で
あ
る
。
例
え
ば
た
っ
た
三
〇
〇
人

で
ペ
ル
シ
ア
の
大
軍
と
戦
い
華
々
し
く
散
っ
た
テ
ル

モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
戦
い
。
ア
テ
ナ
イ
社
会
へ
の
批
判
も

含
み
、
ス
パ
ル
タ
人
の
死
す
ら
厭
わ
ず
武
功
を
求
め

る
姿
は
過
度
に
強
調
さ
れ
る
。
理
想
化
さ
れ
た
ス
パ

ル
タ
の
虚
像
は
ギ
リ
シ
ア
が
世
界
史
の
表
舞
台
か
ら

退
い
た
後
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
優
生
思
想
の
文
脈

の
中
で
、
近
代
に
至
る
ま
で
維
持
、
利
用
さ
れ
る
。

　

そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
ス
パ
ル
タ
の
イ
メ
ー

ジ
は
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ス
パ
ル
タ
像
の
受
容
史
は
、

過
去
が
現
在
を
映
す
鏡
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
。「
ス
パ
ル
タ
教
育
」
も
ま
た
然
り
。�
（�
荒
砥 

）
�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
三
七
五
円　

12
月
刊
）

　

日
本
美
術
史
に
は
「
波
」
が
あ
る
と
い
う
。
外
来

文
化
を
取
り
入
れ
模
倣
す
る
期
間
と
取
り
入
れ
た
も

の
を
自
分
た
ち
ら
し
く
熟
成
さ
せ
る
期
間
。
こ
れ
ら

を
交
互
に
経
験
し
、
大
き
な
波
を
形
成
し
て
い
る
。

本
書
で
は
、
仏
教
の
伝
来
（
す
な
わ
ち
仏
像
と
の
出

会
い
）
か
ら
、
明
治
維
新
後
の
西
洋
画
の
受
容
と
日

本
美
術
の
再
興
ま
で
の
日
本
美
術
史
を
概
観
す
る
。

　

本
書
が
軸
と
す
る
の
は
、
作
品
が
作
ら
れ
た
時
代

背
景
、
そ
し
て
そ
れ
が
い
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か

と
い
う
視
点
だ
。
当
時
の
人
々
の
眼
に
ど
う
映
っ
た

の
か
。
本
書
は
現
代
の
読
者
に
追
体
験
を
促
す
。

　

例
え
ば
平
等
院
鳳
凰
堂
。「
阿
弥
陀
浄
土
に
生
ま

れ
た
い
」
と
願
え
ば
誰
で
も
行
け
る
浄
土
信
仰
だ
が

問
題
が
一
つ
。
い
ざ
そ
の
と
き
に
よ
く
知
ら
な
い
場

所
に
「
行
き
た
い
」
と
願
え
る
か
？　

そ
こ
で
事
前

の
イ
メ
ト
レ
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
寺
院
。

架
空
の
世
界
へ
行
っ
た
気
に
な
れ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク

だ
と
言
わ
れ
た
ら
、
我
々
読
者
も
当
時
の
人
々
の
ま

な
ざ
し
に
こ
の
眼
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　

折
よ
く
、
現
在
京
博
で
は
「
日
本
、
美
の
る
つ
ぼ

―
異
文
化
交
流
の
軌
跡
―
」
が
開
催
中
だ
。
本
書
片

手
に
訪
ね
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
。（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
一
四
三
〇
円　

12
月
刊
）

　

本
書
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
行
為
に
対
し
て
無
抵

抗
を
貫
く
キ
リ
ス
ト
教
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
再
洗
礼

派
の
誕
生
と
迫
害
の
歴
史
、
そ
し
て
現
状
を
描
く
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
ル
タ
ー
や
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
な
ど

が
暴
力
に
基
づ
く
宗
教
改
革
を
行
う
な
か
で
、
新
約

聖
書
か
ら
無
抵
抗
の
原
理
を
引
き
出
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
と
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
も
言
え
な
い
教
義
が
誕

生
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
異

端
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
迫
害
か
ら
逃
れ
る
た

め
、
そ
し
て
兵
役
拒
否
と
い
う
違
法
行
為
の
実
践
を

行
う
た
め
、
亡
命
や
再
定
住
を
繰
り
返
す
。

　

再
洗
礼
派
の
信
仰
は
、
現
在
に
お
い
て
も
継
続
し

て
い
る
。
交
通
事
故
で
子
ど
も
を
亡
く
し
た
再
洗
礼

派
の
遺
族
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
犯
人
で
あ
る
少
年

の
減
刑
を
求
め
る
署
名
を
集
め
て
提
出
し
た
―
―
こ

れ
は
彼
ら
の
「
赦
し
」
を
体
現
し
た
行
為
で
あ
る
。

　

再
洗
礼
派
の
行
為
は
、
本
書
で
も
度
々
ガ
ン
デ
ィ

ー
の
非サ

ッ

テ

ィ

ー

ヤ

グ

ラ

ハ

暴
力
・
不
服
従
運
動
と
比
較
さ
れ
る
。
自
己

防
衛
を
認
め
、
条
件
付
き
で
暴
力
を
許
し
て
い
た
サ
ッ

テ
ィ
ー
ヤ
グ
ラ
ハ
と
は
異
な
り
、
再
洗
礼
派
は
一
切
の

暴
力
を
認
め
ず
、
他
者
を
赦
し
、
自
ら
が
信
念
に
従

っ
て
行
動
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
。�（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
三
八
頁　

税
込
一
〇
三
四
円　

1
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

日
本
人
の
中
で
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、帰
国
生
。

　

帰
国
生
は
、
日
本
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
非
日
本
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
狭
間
を
生
き
る
、
所
謂
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
で
あ
る
と
評
者
は
思
う
。

こ
こ
で
の
帰
国
生
と
は
、
幼
少
期
か
ら
高
校
ま
で
の
学
生
時
代
、
日
本
国
外
に

長
期
で
居
住
し
た
経
験
の
あ
る
日
本
人
を
指
す
。
彼
ら
に
は
目
に
見
え
る
特
徴

が
な
い
上
に
、
そ
の
多
く
が
普
通
の
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ
と

を
試
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
苦
悩
は
見
え
に
く
い
。
そ
し
て
彼
ら
に
は
海

外
在
住
時
に
多
く
の
苦
悩
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
国
後
に
日
本
人
か
ら

の
「
英
語
が
話
せ
て
人
の
感
情
を
く
み
取
る
こ
と
が
苦
手
な
人
」
や
「（
そ
の

多
く
が
親
の
駐
在
に
よ
り
移
住
す
る
こ
と
か
ら
）
実
家
の
お
か
げ
で
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
得
ら
れ
る
、
ト
ク
し
て
い
る
人
」
な
ど
と
い
う
差
別
と
は
言
え
な
い

程
度
の
偏
見
と
闘
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
一
見
な
ん
て
こ
と
な
い
偏
見
は
、
徐
々
に
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
見
失
わ
せ
に
来
る
。
そ
の
た
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
表
に
は
出
さ
な
い
に
し
て
も
、
心
の
中
で
は
こ
れ
ら
の
偏
見
と
闘
い
続

け
る
必
要
が
あ
る
。『�︿
帰
国
子
女
﹀
と
い
う
日
本
人 

』（
彩
流
社
）
は
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
ペ
ル
ー
と
い
う
非
英
語
圏
の
日
本
人
学

校
に
通
っ
て
い
た
著
者
が
、
帰
国
子
女
と
は
何
か
、
そ
し
て
彼
ら
が
（
主
に
帰

国
後
の
日
本
で
）
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
自
ら

の
経
験
と
結
び
つ
け
な
が
ら
語
る
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も
定
期
的
に
同
窓
の

仲
間
と
ペ
ル
ー
料
理
店
で
集
ま
る
著
者
が
、
日
本
帰
国
後
に
帰
国
生
と
日
本
人
、

も
し
く
は
帰
国
生
の
中
で
も
先
進
国
と
後
進
国
で
滞
在
し
て
い
た
人
々
の
こ
と

を
明
確
に
線
引
き
す
る
こ
と
に
よ
る
い
じ
め
に
近
い
よ
う
な
嫌
味
を
言
わ
れ
る

こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
不
快
な
経
験
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
描
く
。

　

私
小
説
『�

不
機
嫌
な
英
語
た
ち 

』（
晶
文
社
）
で
は
、「
日
本
の
私
」
と
「
ア

メ
リ
カ
の
私
」
を
行
き
来
し
な
が
ら
人
生
を
歩
む
こ
と
で
帰
国
生
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
向
き
合
う
著
者
の
半
生
を
描
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
英
語
の

話
せ
な
い
外
国
人
と
し
て
過
ご
し
た
幼
少
期
。
そ
し
て
、
大
学
以
降
、
ア
メ
リ

カ
文
学
を
学
び
、
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
も
な
お
、「
私
」
は
同
じ
文
化
的
背

景
を
共
有
し
て
い
な
い
人
々
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
様
々
な
経
験
を

す
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
私
」
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
験
も
す
れ
ば
、
後
味
悪
い
と

思
う
経
験
も
す
る
。
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、
世
界
の
ど
こ
に
居
て
も
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
帰
国
生
が
、
ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人
、
ア
メ

リ
カ
に
住
む
非
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
人
々
と
関
係
性
を
構
築
し
て
い
く
な
か
で
、

自
分
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
常
に
問
い
続
け
て
い
る
。
変
わ
り
ゆ
く
自

分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
直
し
、
定
義
し
て
い
く
の
か
。

様
々
な
経
験
談
と
と
も
に
、
そ
の
変
化
の
片
鱗
に
触
れ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
れ
た
読
者
は
薄
々
気
が
付
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

評
者
も
帰
国
生
の
端
く
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
未
だ
に
語
学
的
苦
悩
や
偏
見
に

悩
ま
さ
れ
る
。
教
授
の
話
し
て
い
る
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
あ

る
し
、
日
本
語
が
読
め
ず
意
味
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
。
一
方
で
、
英
語
が
ネ

イ
テ
ィ
ブ
並
み
に
で
き
る
わ
け
で
も
な
く
、
文
法
に
関
し
て
は
壊
滅
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
事
者
以
外
に
は
理
解
さ
れ
得
な
い
苦
悩
を
抱
え
て
い
る
と
し
て

も
、
帰
国
生
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
捨
て
ら
れ
な
い
。
狭
間
で
生
き
る

帰
国
生
は
、
無
意
識
に
感
じ
る
日
本
人
か
ら
の
孤
立
感
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
消
え
る
こ
と
の
な
い
偏
見
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
き
て
い
く
。
も
ち

ろ
ん
、
得
を
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
。
そ
ん
な
隠
れ
た
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
あ
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）
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私の本棚

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
―
―「
主
観
」か
ら「
客
観
」へ
の
芸
術
運
動

　

一
九
二
四
年
パ
リ
。
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
が
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
』

を
発
表
し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
う
二
〇
世
紀
最
大
の
芸
術
運
動
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
一
〇
一
年
、
今
な
お
幻
想
的
な
ヴ
ェ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
そ
の
近
寄
り
が
た
い
運
動
に
、
こ
こ
で
は
、『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
宣
言
』
の
翻
訳
者
・
巖
谷
國
士
の
『�

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か 

』
を
通

じ
て
迫
り
た
い
（
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
先
行
す
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
―
―

未
来
派
や
ダ
ダ
―
―
に
関
し
て
は
塚
原
史
『�

ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
時

代 

』
が
、
ロ
シ
ア
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
関
し

て
は
『�

ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド 
』
が
詳
し

い
）。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
目
指
し
た
こ
と
、

そ
れ
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
―
―
。

＊

　

巖
谷
は
ま
ず
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の
誤
解
を
解
こ
う
と
す
る
。
辞
書
を

見
る
と
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
「
写
実
的
な
表
現
を
否
定
し
、
作
者
の
主
観

に
よ
る
自
由
な
表
象
を
超
現
実
的
に
描
こ
う
と
す
る
芸
術
上
の
方
針
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
大
き
な
誤
解
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
作
者
の
主

観
に
よ
る
自
由
な
表
象
を
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
は
実
の
と
こ
ろ
「
主
観
」
を
で
き
る
か
ぎ
り
排
し
て
「
客
観
」
に
至
ろ
う

と
し
た
運
動
だ
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
問
う
。
私
た
ち
が
「
現

実
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
本
当
の
現
実
な
の
か
と
。
そ
れ
は
「
現
実
」
だ
と

思
い
込
ま
さ
れ
た
主
観
的
な
現
実
、
い
わ
ば
「
お
約
束
」
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
現
実
で
は
な
い
か
と
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
そ
う
し
た
「
主
観
的
」
な

現
実
に
代
え
て
「
客
観
的
」
な
現
実
―
―
「
超
現
実
」
―
―
を
捉
え
よ
う
と
す

る
。「
そ
ん
な
日
常
の
約
束
事
と
つ
き
あ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
な
に
か
フ
ワ
ッ

と
、
見
た
こ
と
の
な
い
、
未
知
の
驚
き
を
よ
び
お
こ
す
現
実
が
あ
ら
わ
れ
た
と

い
う
よ
う
な
と
き
に
、
そ
れ
を
『
超
現
実
』
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
の
か
」。

　

そ
れ
ゆ
え
「
超
現
実
主
義
」
と
も
訳
さ
れ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
捉
え
よ

う
と
し
た
「
超
現
実
」
と
は
「
よ
り
強
度
の
現
実
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
そ
こ

で
の
「
超
」
は
「
超
高
層
ビ
ル
」
と
同
じ
用
法
で
、
そ
の
度
合
い
が
高
い
こ
と

を
意
味
す
る
）。
現
実
を
「
超
え
た
」
別
の
神
秘
的
な
世
界
を
描
く
こ
と
、
そ

れ
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
仕
事
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
「
超
現
実
」
を
捉

え
る
手
段
と
し
て
ブ
ル
ト
ン
が
創
始
し
た
の
が
、
か
の
「
自
動
記
述
」
だ
っ
た
。

　

書
く
内
容
を
事
前
に
決
め
る
こ
と
な
く
、
と
に
か
く
超
ス
ピ
ー
ド
で
オ
ー
ト

マ
テ
ィ
ッ
ク
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
。
そ
れ
が
自
動
記
述
で
あ
る
。
巖
谷
が
実
体

験
に
即
し
て
言
う
に
は
、
書
く
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
い
く
と
、「
私
」
と
い
う

主
語
が
文
章
か
ら
消
え
、
代
わ
り
に
不
定
代
名
詞
で
あ
る
「
誰
か
」
が
現
わ
れ

る
。「
誰
か
」
が
「
私
」
を
通
じ
て
考
え
て
い
る
と
い
う
状
態
に
書
き
手
は
陥

る
。
こ
れ
は
「
あ
る
種
の
神
が
か
り
に
近
い
」。
巫
女
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

ど
こ
か
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
の
手
を
通
じ
て
書
き
と
め
る
、

そ
う
し
た
一
種
の
忘
我
的
な
状
態
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
そ
こ
に
展

開
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
主
観
を
超
え
た
客
観
の
世
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

巖
谷
は
言
う
。「
主
観
に
も
と
づ
い
て
幻
想
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
客
観
が
人
間
に
お
と
ず
れ
る
瞬
間
を
と
ら
え
る
の
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
文
学
や
芸
術
の
あ
り
か
た
だ
」。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
そ
の
後
、
文
学
を
超
え
て
芸
術
の
領
域
―
―
マ
ッ
ソ
ン
や

ミ
ロ
の
「
自
動
デ
ッ
サ
ン
」、
デ
ュ
シ
ャ
ン
や
エ
ル
ン
ス
ト
の
「
デ
ペ
イ
ズ
マ

ン
」
―
―
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
客
観
」
＝
「
超
現
実
」
へ

の
到
達
を
目
指
し
た
芸
術
運
動
が
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
―
―
。�

（�

ぱ
や 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
春
は
あ
け
ぼ
の
…
…
と
い
い
ま
す
が
、
明
け
方
を

楽
し
む
余
裕
も
な
く
ひ
た
す
ら
眠
い
。
で
も
、
新
年

度
も
忘
れ
ら
れ
な
い
本
に
出
会
い
た
い
。
た
よ
り
に

し
て
い
ま
す
。
綴
葉
メ
ン
バ
ー
ズ
!!　

フ
ァ
イ
テ
ィ

ン
!!�

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
春
眠
暁
を
覚
え
ず
…
…
と
も
い
い
ま
す
ね
。
麗

ら
か
な
春
の
日
は
寝
て
い
て
も
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
に
な
り
綴
葉
メ
ン
バ
ー
ズ
も
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
今
月
号
か
ら
し

ば
ら
く
編
集
後
記
に
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
編
集
委
員
内
の
専
門
の
幅
も
広
が
り
、
選
書
の

幅
も
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
ヒ
ー
ロ
ー
を
特
集
す
る
の
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
ト
ピ
ッ
ク
に
す
る
の
を
続
け

て
ほ
し
い
。�

（�

え
び
天
天 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ヒ
ロ
ア
カ
の
最
終

巻
発
売
日
が
決
ま
っ
た
頃
か
ら
、
12
月
号
で
特
集
す

る
ぞ
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。
時
期
も
合
わ
さ

り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
よ
か
っ
た
で
す
。

同
じ
本
で
も
読
む
時
期
に
よ
っ
て
読
み
方
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
今
月
号
で
は
、
4
月
13
日

に
開
幕
し
た
大
阪
・
関
西
万
博
に
合
わ
せ
た
特
集
を

組
ん
で
お
り
ま
す
。
大
阪
に
注
目
が
集
ま
る
今
だ
か

ら
こ
そ
の
味
わ
い
が
あ
り
そ
う
で
す
。�

（�

ひ
る
ね 

）

　はじめまして、4月号から綴葉の編集委員
となりました倉井と申します。ざっくり本の
研究をしています。
　ここ十年、読書はもっぱら本でやってきま
したが、大学院に入ってからは研究の都合で、
PCやコピー用紙など、本以外のもので読書
する機会が多くなりました。よく、味わいが
ある紙の本と、検索性が高い電子書籍との、
どっちに軍配を上げるのかという話がありま
すが、実感としてはよくわかりません。むし
ろ、読む姿勢で変わってくる気がします。PC
は重いので座ったほうが読みやすく、PDFは
紙に印刷すると固い机の上に置かない限りは
読めないので、寝そべりながら読める紙の本
と電子書籍が最強ということになります。
　あと、外国語と違って日本語は表意文字な
ので、頭の中で本を声に出して読んでいると、
音読みか訓読みで迷って（軽業はなぜ「けい
ぎょう」と読まないのか）、モヤモヤが続い
て集中できない、ということもよくあります。
　このように、紙の本で読むことと日本語で
読むことが可読性の点で真っ向から打ち消し
あって、お互いの長所と短所がプラマイゼロ
になっている（？）のも、本を読むことの趣
の一つだと思います。今後ともよろしくお願
いします。� （�倉井 ）

当てよう！図書カード編集後記
　先月開幕した大阪・関西万博。開会式が行
われた大催事場「シャインハット」の設計は、
建築家の伊東豊雄さんが手がけました。さて、
彼が受賞している「建築界のノーベル賞」は
次のうちどれでしょう？

　1．フィールズ賞　　2．ヴェトレセン賞
　3．ネビュラ賞　　　4．プリツカー賞
� （�くたくた ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 6月 15 日です。

《1・2月号の解答》 1・2 月号の問題の正解
は、3．のルッツでした。ルッツジャンプは
6種類の中で唯一、助走で描いたカーブと逆
方向に回転するため難易度が高いそうです。
図書カードの当選者は、はばさん、堂本光一
さん、　さん、イ大さん、ラナンキュラスさ
んの 5名です。当選おめでとうございます。
� （�ひるね ）


